
　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄り添うことや
人柄を表す言葉「人となり」をイメージしたコーナーで、
人物や活動の紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

中な
か

野の

　さ
お
り
さ
ん

音
楽
と
の
出
会
い

　「
小
学
生
の
と
き
に
、
上
級
生
が
楽

器
を
吹
い
て
い
る
の
に
憧
れ
て
、
吹

奏
楽
を
始
め
た
」と
話
す
の
は
、
甑
島

で
教
師
と
し
て
働
く
傍
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
る「
コ

シ
キ
ン
ゴ
」の
代
表
と
し
て
活
動
す
る

中
野
さ
お
り
さ
ん
。
コ
シ
キ
ン
ゴ
は

広
い
視
野
で
物
事
を
考
え
、
自
分
を

磨
き
、
本
市
に
元
気
を
与
え
貢
献
し

て
く
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に

市
が
開
催
し
て
い
る
薩
摩
川
内
元
気

塾
で
主
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
名
で
あ
る「
コ
シ
キ
ン

ゴ
」の
由
来
は
、「
こ
し
き
で
す
る
　

き
ん
か
ん
　
ご
じ
ゅ
う
そ
う（
甑
で
す

る
　
金
管
　
五
重
奏
）」の
文
字
の
最

初
を
と
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
中
野
さ
ん
は
、「
吹
奏
楽
部
に
入

部
し
た
当
初
、
フ
ル
ー
ト
な
ど
の
人

気
の
楽
器
を
や
り
た
か
っ
た
け
ど
、

希
望
は
叶
わ
ず
、
金
管
楽
器
の
１
つ

で
あ
る
ホ
ル
ン
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ホ
ル
ン
と

の
出
会
い
が
、
今
も
演
奏
を
続
け
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

甑
島
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

　
平
成
21
年
か
ら
甑
島
に
赴
任
す
る

こ
と
に
な
っ
た
中
野
さ
ん
。
学
校
で
音

楽
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
甑
島
に
は

吹
奏
楽
部
が
な
く
、
子
ど
も
た
ち
は

楽
器
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
と
感

じ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
甑
島
の

子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
音
楽
を
聴
い

た
り
、
楽
器
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
体
験
型
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

し
た
い
と
思
い
、
普
段
か
ら
交
流
が

あ
っ
た
金
管
楽
器
の
奏
者
に
、「
甑
島

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
動
を
し

た
い
」と
伝
え
る
と
、
快
く
賛
同
し
て

く
れ
た
と
い
い
ま
す
。「
メ
ン
バ
ー
は
、

霧
島
国
際
音
楽
祭
で
学
び
合
っ
た
仲

間
や
県
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
音
楽

家
で
す
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

心
を
育
て
る
活
動

　
中
野
さ
ん
は
、
コ
シ
キ
ン
ゴ
の
活

動
を
通
し
て
、「
心
を
育
て
る
こ
と
」

を
心
掛
け
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　「
音
楽
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

み
ん
な
が
同
じ
場
所
で
、
楽
し
い
時

間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
初
め
て
楽
器
に

触
れ
る
人
も
、
プ
ロ
の
演
奏
家
と
一

緒
に
合
奏
で
き
る
し
、リ
ボ
ン
を
振
っ

て
リ
ズ
ム
に
乗
る
こ
と
で
コ
ン
サ
ー

ト
に
参
加
で
き
ま
す
。
音
楽
は
、年
齢
、

性
別
、
文
化
の
違
い
、
障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
楽
し
め
る
の

が
魅
力
で
す
。
そ
の
た
め
、コ
ン
サ
ー

ト
で
使
用
す
る
楽
曲
は
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
の
他
に
、
誰
も
が
知
っ
て
い

る
曲
、
思
わ
ず
体
が
動
く
よ
う
な
曲

を
選
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」と
話
し

ま
す
。
ま
た
、親
子
で
参
加
し
た
方
が
、

共
通
の
話
題
が
で
き
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
増
え
た
そ
う
で
す
。

　「
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

楽
器
を
始
め
た
と
い
う
声
を
聞
い
た

と
き
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
感
じ
う
れ
し
い
」と

話
し
ま
す
。

一
緒
に
笑
顔

　
中
野
さ
ん
は
、
講
師
と
し
て
も
活

動
し
、
県
内
の
学
校
に
ホ
ル
ン
の
指

導
に
行
く
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
ホ
ル
ン
は
金
管
楽
器
の
中
で
も
特
に

演
奏
す
る
の
が
難
し
い
楽
器
。
自
分
が

指
導
し
た
後
に
、
生
徒
た
ち
が
上
手
に

演
奏
で
き
た
り
、
音
楽
が
好
き
に
な
っ

た
り
す
る
と
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
音
楽
を

純
粋
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

音
楽
を
通
し
て
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
も
学
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

　「
座
右
の
銘
は『
一
緒
に
笑
顔
』。
今

後
も
誰
か
の
心
の
支
え
に
な
れ
る
よ

う
、
音
楽
を
続
け
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
音
楽
の
大
切
さ
、
楽
し
さ
を
も
っ

と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」と
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

▲コシキンゴの皆さん (左から２番目が中野さん )

▲子どもたちと一緒にコンサート
　をする様子

　甑
島
で
子
ど
も
た
ち
に
音

楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
活
動

を
し
て
い
る「
コ
シ
キ
ン
ゴ
」。

　今
回
は
、
コ
シ
キ
ン
ゴ
の

代
表
で
、
甑
島
で
音
楽
教
諭

と
し
て
働
く
中
野
さ
ん
の
音

楽
や
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る

思
い
に
寄
り
添
い
ま
す
。

62024.9.10 広報

　９月の第３月曜日は、国民の祝日の一つである｢敬老の日｣です。
　多年にわたり、社会のために尽力してこられた高齢者を敬い、その長寿を祝う日です。
　先日、厚生労働省が発表した令和５年の平均寿命は、女性は 87.14 歳で世界第１位、男性
は 81.09 歳で世界第５位でした。

※同意をいただいた方を掲載しています。（敬称略）　※９月１日を基準とし、令和６年８月 15日現在、生年月日順で掲載しています。

　
本
市
で
は
、
毎
年
９
月

１
日
現
在
で
、
本
市
に
住

所
を
有
し
１
年
以
上
経
過

し
て
い
る
満
88
歳
お
よ
び

満
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢

者
に
対
し
、
長
寿
を
祝
福

し
敬
老
金（
１
万
円
）を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
に

は
、特
別
敬
老
金（
５
万
円
）

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　楽
し
く
過
ご
せ
て
、
ご
飯

も
お
い
し
い
で
す
！
お
か
げ

で
元
気
で
す
！

　よ
く
寝
る
こ
と
が
、
長
生

き
の
秘
訣
で
す
。

小
西
　
ア
キ

（
109
歳
）

【
入
来
】

澁
谷
　
チ
ミ

（
107
歳
）

【
祁
答
院
】

　

｢

自
然
体｣

が
一
番
で
す
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
毎
日
を
過

ご
せ
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

敬老の日これからもお元気で祝

問合先／本庁 高齢・介護福祉課高齢者福祉 G（内線２６７４）
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チ

德
永
　
喜
右
衞
門

川
　
畑
　
ス
キ
コ

井

上

正

己

窪
　
田
　
キ
ヨ
子

平
佐
田
　
ア
　
キ

福
　
田
　
キ
ク
ヱ

鮫
　
島
　
三
寳
子

上
鵜
瀬
　
イ
　
ク

大
　
迫
　
小
　
富

柳
　
　
　
ヨ
　
ネ

堀
之
内
　
俊
　
秀

瀨
戸
東
　
サ
　
ミ

前
　
園
　
フ
ミ
子

中

村

政

美

牛

島

國

子

上

村

ノ

ブ

濵

田

鈴

子

下
永
田
　
ナ
ツ
ヱ

西

原

ト

キ

山

里

常

雄

鍛
治
屋
　
チ
　
リ

井
　
上
　
よ
し
子

川
　
畑
　
惠
美
子

鍋
　
倉
　
イ
セ
ノ

岩
　
下
　
ミ
ツ
子

井

上

ナ

ギ

坂

元

ノ

リ

今
久
保
　
　
　
雪

早

崎

ト

ミ

髙

橋

よ

ね

平

山

久

江

中
　
山
　
十
八
子

一
〇
六
歳

一
〇
五
歳

一
〇
二
歳

一
〇
一
歳

一
〇
〇
歳

一
〇
四
歳

一
〇
三
歳

令和６年９月１６日（月）令和６年９月１６日（月）
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市
民
運
動
会
は
、
地
域
対
抗
戦

と
し
て
、
各
地
域
の
代
表
選
手
が

お
手
玉
や
リ
レ
ー
競
技
な
ど
多
数

の
種
目
を
通
し
て
競
い
合
う
本
市

の
一
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
平
成
16
年
の
市
誕
生
後
、
20

年
に
わ
た
り
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
数
年
は

各
地
域
で
の
選
手
集
め
な
ど
が
課

題
と
な
り
、
全
種
目
の
参
加
が
で

き
な
い
地
域
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
の
開

催
で
は
、
各
種
目
の
採
点
か
ら
な

る
総
合
成
績
は
集
計
せ
ず
、
個
別

種
目
ご
と
の
成
績
の
み
で
開
催
し

ま
し
た（
特
別
大
会
）。

　
昨
年
、
市
民
運
動
会
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
運
営
委
員
会
で
の
議

論
を
行
い
、
令
和
６
年
度
か
ら

は
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
運
動
会
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
て
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り

と
運
動
能
力
、
競
技
力
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
、
自
由
参
加
で
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験（
競
争
）

で
き
る
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

｢

薩
摩
川
内
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ｣

を
開
催
し
ま
す
。

に生まれ変わりますに生まれ変わります
市民運動会市民運動会ががスポーツフェスタスポーツフェスタ

　　　　　　　　　　　　
年　　　度 Aブロック Bブロック 年　　　度 Aブロック Bブロック

平成 17年度 川内北 高城西 平成 27年度 川内南 里

平成 18年度 川内北 高城西 平成 28年度 川内北 上甑

平成 19年度 川内北 高城西 平成 29年度 川内南 水引

平成 20年度 川内北 高城西 平成 30年度 悪天候によるフェリー欠航のため中止

平成 21年度 平成 高城西 令和元年度 〃

平成 22年度 平成 高城西 令和２年度 新型コロナウイルス感染症拡大のため中止

平成 23年度 川内北 高城西 令和３年度 〃

平成 24年度 川内北 里 令和４年度 特別大会のため、総合成績なし

平成 25年度 川内北 高城西 令和５年度 かごしま国体のため中止

平成 26年度 台風接近のため中止

問合先／本庁文化スポーツ課（内線6332）

市民運動会の歴史（歴代優勝チーム）

82024.9.10 広報

※�参加競技によって準備するものが異なり
ますので、事前に市ホームページをご確
認ください。
※�主に子ども向けの体験プログラムとなっ
ています。

申込フォームまたは本庁文化スポーツ課、市内公共施設
（各地区コミュニティセンターなど）に備え付けの申込用紙
に必要事項を明記の上、直接、送付、メール、ファクス
９月 25日（水）17時必着
市スポーツ協会
〒 895-0214　運動公園町 3030 番地
（22）8501
ss-sports02@outlook.jp

体験会 (チャレンジ)対抗戦 (マッチ)

▲市ホームページ▲申込フォーム

内　　容 時　　間 場　　所
親子で綱引きチャレンジ

13:00 ～ 15:00

❶サンアリーナせんだい
（メインアリーナ）

大的に挑戦（弓道）
竹刀で紙風船割り

ストラックアウト（野球）
ティーバッティング
ホッケー体験
インディアカ体験
バーベル持ち上げ体験

フリースロー、
３ポイントシュート対決

① 13:30 ～
② 14:00 ～
③ 14:30 ～
※定員各 20 人

車椅子バスケ体験

13:00 ～ 15:00
卓球体験

❷サンアリーナせんだい
（サブアリーナ）

タグラグビー体験
アタックチャレンジ（バレーボール）
ボッチャ、ラダーゲッター体験

ヨガ、ピラティス
などの体験

① 13:00 ～ 13:45
② 14:00 ～ 14:45

❸サンアリーナせんだい
（トレーニング室、

スタジオ、芝生、武道場）

自転車（ストライダー、
ロードバイク）乗車体験
（トライアスロン）

13:00 ～ 15:00
陸上競技場

50メートル走
テニス体験

❺テニスコート
ソフトテニス体験

要申込 申込不要

9:00
9:20

10:20

10:40

12:10

オープニング
グラウンド・ゴルフ（１ホール対決）

玉入れ競争

400メートルリレー

終了

１ホール（30 メートル）対決の勝ち上がり方
　式。４人の合計打数が少ないチームが勝ち。
32チーム（１チーム４人構成）

かごに多く玉を入れたチームが勝ち。
　予選と決勝を行う。
32チーム（１チーム４人構成）

400メートル（100メートル×４人）リレー
144 チーム（１チーム４人構成）

【部門別】ファミリーの部、フリーの部
　　　　中学生の部、小学生の部

場所／陸上競技場

陸上競技場サンアリーナ

❶

❸ ❷

❸
体験会（チャレンジ）

13：00～15：00

①13：30～（定員20人）
②14：00～（定員20人）
③14：30～（定員20人）

●バスケットボール
　フリースロー、3ポイント
　シュート対決

車椅子バスケ体験

❶メインアリーナ

体験会（チャレンジ）

●卓球
●ラグビーフットボール
　タグラグビー体験
●バレーボール
　アタックチャレンジ
●ボッチャ・
  ラダーゲッター

13：00～15：00
❷サブアリーナ

体験会（チャレンジ）

●テニス
●ソフトテニス

13：00～15：00
❺テニスコート

体験会（チャレンジ）

●陸上 
　50メートル走
●トライアスロン
　自転車（ストライダー、
　ロードバイク）乗車体験

13：00～15：00
　陸上競技場

体験会（チャレンジ）
❸トレーニング室・スタジオ
芝生・武道場

①13：00～13：45
②14：00～14：45

●ヨガ・ピラティス
  キッドビクス・ZUMBA

ズ ン バ

テニスコートテニスコート

対抗戦（マッチ）

9：20～10：20

●グラウンド・ゴルフ
　1ホール対決

10：20～10：40
●玉入れ競争

10：40～12：10
●400メートルリレー

　陸上競技場

9：00～9：20

ダンス「青と夏」
「しっぽ取りゲーム」

保育園児300人による
オープニング

消防・警察・自衛隊
車両ブース

キッチンカー体験会（チャレンジ）

●綱引き
　親子で綱引きチャレンジ
●弓道
　大的に挑戦
●剣道
　竹刀で紙風船割り
●軟式野球
　ストラックアウト
●ソフトボール
　ティーバッティング
●ホッケー
●インディアカ
●ウエイトリフティング
　バーベル持ち上げ体験

13：00～15：00
❶メインアリーナ

 薩摩川内市スポーツフェスタ 会場ＭＡＰ 薩摩川内市スポーツフェスタ 会場ＭＡＰ第１回

色んなスポーツを
体験してスタンプを
集めよう！
スタンプを５個以
上集めるとすてき
なプレゼントがもら
えるよ

❺

1010月月1313日（日）日（日）市総合運動公園で開催！市総合運動公園で開催！1010月月1313日（日）日（日）市総合運動公園で開催！市総合運動公園で開催！
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公
民
館
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
市
民

大
学（
公
民
館
講
座
）で
は
、
前
期
に
引

き
続
き
、
後
期
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
講
座

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
講
期
間
＝
10
月
～
翌
年
３
月

受
講
料
＝
１
講
座
当
た
り
１
０
０
０
円

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
は
無
料
で
す
。

※ 

講
座
に
係
る
材
料
費
な
ど
の
実
費

が
、
別
途
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

託
児（
無
料
）＝
生
後
６
カ
月
～
小
学
校

低
学
年

※ 

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法
＝
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、

講
座
番
号
、
講
座
名
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
連
絡

先
を
明
記
の
上
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル

※ 

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※ 

受
講
の
決
定
は
、
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

申
込
締
切
＝
９
月
25
日（
水
）必
着

申
込
先
＝
〒
８
９
５–

０
０
７
６

大
小
路
町
14
番
５
号
　
中
央
公
民
館

（
20
）１
３
３
１

shakai@
city.satsum

asendai.lg.jp

※�「
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
」の

対
象
で
す
。

公民
館名

講座
番号 対象 受講料 講　座　名 学　習　内　容 日　程 回数 曜　日 時　間 定員

中央

1 

成人

あり 託児付
もっと楽しめる子育て講座

子育て中の悩みや疑問について、各分野の
専門家と一緒に楽しく学びます。 10月～２月 ５ 第４月 

※２月のみ第３月 9:30 ～ 11:30 20

2 なし 地域づくりを楽しむ講座 
（地域づくりボランティア養成）

｢人づくり・つながりづくり・地域づくり｣
を、具体的に企画し、実践する人材を育成
します。

11月～２月 ４ 第１土 
※１月は第２土 10:00 ～ 12:00 20

3 なし ボランティア養成講座（後期）
地域共生社会の実現のため、各分野ごとに
ボランティア講習を行い、多種多様なボラ
ンティアに対応できる人材を育成します。

11月～３月 ５ 第３水 13:30 ～ 15:30 30

4 あり 託児付
学んで得する！知っ得講座

生活を安全で豊かにする知識や情報につい
て学びます。 11月～２月 ４ 第２火 

※２月は第３火 9:30 ～ 11:30 20

5 あり ペットと仲良く暮らす ペットと生活する上で、健康やしつけなど、
知っておきたいことを一緒に話し合います。 10月～１月 ４ 第３木 13:30 ～ 15:30 20

6 あり ＮＥＷ  託児付
郷土料理講座

地域の身近な食材を通して、郷土食や行事
食など地域独自の食文化を学びます。 11月～２月 ４ 第１金 

※１月は第２金 9:30 ～ 11:30 16

7 あり ＮＥＷ  託児付
自分時間を過ごす講座

スキンケア、メイク、腸活、アロマテラピー
について学びます。 10月～２月 ５ 第４木 

※12月は第３木 13:30 ～ 15:30 10

8 あり ワード応用講座 名刺、ラベル、往復ハガキの作り方や差込
印刷の方法などを学びます。 11月～ 12月 ５ 毎週木 13:30 ～ 15:30 15

9 あり タブレット講座（応用） タブレット端末の詳細設定やセキュリティ、
ＳＮＳの使い方について学びます。 10月～ 11月 ４ 毎週火 13:30 ～ 15:30 10

樋脇

10 あり 暮らしに役立つスマートフォン
講座（１月コース）

スマートフォンの基本から応用までを学び
ます。 １月 ３ 毎週木 9:30 ～ 11:30 10

11 あり 暮らしに役立つスマートフォン
講座（２月コース）

スマートフォンの基本から応用までを学び
ます。 ２月 ３ 毎週木 9:30 ～ 11:30 10

入来

12 あり ＮＥＷ  レザークラフト講座 レザークラフトの基本を学び、日常で使え
る作品を４つ作ります。 10月～１月 ４ 第２木 10:00 ～ 12:00 10

13 あり ＮＥＷ  歴史深堀講座 天皇家や徳川幕府などについて、毎回違う
テーマで歴史を楽しく深く学びます。 10月～２月 ４ 第４木 

※12月を除く 9:30 ～ 11:30 10

14 あり いきいきわくわく講座 ミニチュア雑貨や寄せ植え、ボディーケア、
お茶の入れ方を学びます。 11月～２月 ４ 第３水 10:00 ～ 12:00 15

東郷 15 あり ＮＥＷ  アロマテラピー教室 アロマテラピーの基本の使い方を学び、簡
単なクラフト作り体験を行います。 10月～２月 ５ 第３水 9:30 ～ 11:30 ８

祁答院

16 あり オカリナ講座 心に染みる名曲を、心地よいオカリナの音
色で楽しく演奏します。 10月～ 12月 ５ 第１・３月 

※11月は第３のみ 13:30 ～ 15:30 15

17 あり ボディケア講座 体のケアをしながら、筋力アップをして、元
気に過ごすためのトレーニングを行います。 10月～２月 ５ 第１水 

※１月のみ第２水 10:00 ～ 12:00 15

18 あり クラフトかご講座 クラフトのひもを組み合わせて、籠や小物
を作ります。 10月～２月 ５ 第３水 10:00 ～ 12:00 15

19 あり ＮＥＷ  編み物教室講座 棒針を用いて、簡単な模様を入れてベスト
や小物などを編みます。 10月～２月 ５ 第２木 14:00 ～ 16:00 10

市民大学（公民館講座）後期講座のご案内

102024.9.10 広報

※講座の学習内容は市ホームページでも紹介しています。※講座の学習内容は市ホームページでも紹介しています。
※学習日程、学習場所および回数は、変更になる場合があります。※学習日程、学習場所および回数は、変更になる場合があります。
※講座の詳細については、各公民館に問い合わせください。※講座の詳細については、各公民館に問い合わせください。

���市ホームページ

▲

▲���申込フォーム

中央公民館� （22）7251
樋脇公民館� （37）2036
入来公民館� （44）3358

東郷公民館� （42）0053
祁答院公民館� （21）8755

　
自
主
学
級
と
は
、
中
央
・
地
域
公
民
館
な

ど
を
利
用
す
る
学
習
グ
ル
ー
プ
が
、
学
習
計

画
や
運
営
な
ど
を
自
主
的
に
行
う
学
級
で
す
。

学
習
期
間
＝
入
会
～
令
和
７
年
３
月
31
日

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
講
料
＝
年
会
費
５
０
０
円

※
年
会
費
の
他
、
学
級
ご
と
に
月
謝
、
教
材

　
費
、
材
料
費
な
ど
の
実
費
が
必
要
で
す
。

対
象
＝
20
歳
以
上
の
方

申
込
締
切
＝
９
月
25
日（
水
）

申
込
方
法
＝
１
講
座
に
つ
き
、
１
枚
の
往
復

は
が
き
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
返
信
用
は
が
き
の
表
面
に
、
自
分
の
住
所
、

　
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
往
信
用
は
が
き
の
裏
面
に
、
希
望
の
学
級
、

　
番
号
、
学
級
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
民
館
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　（
こ
の
場
合
も
は
が
き
が
必
要
）

※｢

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業｣

の
対
象

　で
す
。

申
込
先
＝
〒
８
９
５
‐
０
０
７
６

大
小
路
町
14
番
５
号
　
中
央
公
民
館

●中央公民館    （22）7251
学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数

1 大正琴 第１・３週 月 13：30～15：30 若干名

2 尺八教室 第１・３週 金 18：00～21：00 若干名

3 どきどきレガート （ピアノ） 第２・４週 木 19：00～21：00 ５人

4 メゾピアノ
第２週

土
9：30～10：30

３人
第４週 11：00～12：00

5 ひなげし （ピアノ） 第１週 水 9：00～12：00 若干名

6 愛
あい

画
が

会 （油絵） 第２・４週 土 13：30～16：30 若干名

7 ちぎり絵コスモス 第２・４週 火 13：30～15：30 ５人

8 コール・スマイル （コーラス） 第１・３週 木 10：00～11：30 ５人

9 詩
し

吟
ぎん

にしき 第２・４週 月 10：00～12：00 若干名

10 木彫教室 第２週 日 10：00～15：00 若干名

11 七
しっ

宝
ぽう

焼教室 第２・４週 火 9：30～12：00 若干名

12 装道の着装と礼法 （着付） 第１・３週 月 9：30～12：00 若干名

13 着物着付け前結び 第１・３週 木 10：00～12：00 若干名

14 陶和会

奇数月
第３週

月 9：00～14：00

若干名
水 9：00～15：00

木 9：00～17：00

奇数月第４週 月 9：00～11：00

15 あじさい （表千家茶道） 第２・４週 火 9：00～12：00 ５人

16 紫
し

苑
おん

会 （裏千家茶道） 第２・４週 火 13：00～16：00 ５人

17 手編み 第２・４週 土 13：30～15：30 若干名

18 フラワーアレンジメント花水木 第２・４週 水 19：00～21：00 若干名

19 楽碁会 A （囲碁） 第１・３週 土 13：00～16：00 ５人

20 ぼけぼけ写真塾 第２週 水 19：00～20：30 ５人

21 太極拳白
はく

鶴
つる

中央 第１・３週 火 14：00～16：00 ５人

22 マジック 第２・４週 水 18：30～20：30 若干名

23 硬筆つぼみ 第１・３週 金 10：00～12：00 若干名

24 書陵会（書道） 第１・３週 土 9：15～11：15 若干名

学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数

25 わくわく書道 第１・３週 月 9：30～11：30 若干名

26 楽しい英会話 毎週 土 10：00～11：30 若干名

27 古文書を読む会 第１・３週 火 13：30～15：30 若干名

28 もくせい句会（俳句） 第３週 月 13：00～16：00 若干名

29 くす乃き俳句会 第２週 火 12：30～15：00 若干名

30 「万葉集」を読む会 第２・４週 水 13：30～16：00 ５人

31 美味しく食べようにこにこクッキング 第３週 木 9：00～12：00 ５人

32 男でも一人でできるクッキング 第３週 土 9：00～12：00 若干名

33 玄米菜食料理たんぽぽ
第２週

木
9：30～11：30

若干名
第４週 9：30～12：30

●東郷公民館    （42）0053
学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数

35 東郷ハーモニカ楽友会
第２週 火 13：30～15：30

５人
第４週 土 13：30～15：30

36 大正琴
第１週

土
12：00～15：00

５人
第２週 13：00～17：00

37 ヨガサークル 第２・４週 水 14：00～15：30 若干名

38 コールしらうめ 第２・４週 木 19：30～21：00 10人

39 きもの着付け前結び 第１・３週 土 10：00～12：00 ５人

40 竜
りゅう

扇
せん

（和琴）
第３週

土
10：00～12：00

５人
第４週 13：00～17：00

41 スロースワローズ　　　　
（スローエアロビックス） 第２・４週 月 10：00～11：00 10人

42 そよ風シンガーズ 第１・３週 水 13：30～15：30 若干名

●入来公民館    （44）3358
学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数

34 絵手紙同好会 第１週 月 10：00～12：00 若干名

を
募
集
し
ま
す

を
募
集
し
ま
す

公
民
館

自
主
学
級
生

自
主
学
級
生

自
主
学
級
生
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１　人件費（普通会計決算）
　人件費は、職員や特別職に支給される給料や報酬、職員が加入している地方公務員共済組合に事業
主として支払う負担金などを合計したものです。

※職員手当には、退職手当は含みません。給与費は、予算に計上された額です。
※期末・勤勉手当は、民間の賞与に相当するものです。

２　職員給与費（普通会計予算）

３　職員の平均給料月額および平均年齢

４　職員初任給

５　職員の経験年数別平均給料月額

※経験年数は、卒業後ただちに採用されてからの年数です。

６　一般行政職の級別職員数

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な職務内容とは、各級に該当する代表的な職名です。

７　職員手当
⑴　期末勤勉手当

⑵　退職手当

（R5.4.1現在）

（R5.4.1現在）

（R5.4.1現在）

（R5.4.1現在）

（R5.4.1現在）

（R5.4.1現在）

区　分 住民基本台帳人口 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率
（B/Ａ）

令和4年度
人件費率

令和
5年度

R6.1.1現在
9万1,542人

594億
2,485万3千円

28億
3,362万3千円

85億
9,246万2千円 14.5% 15.4%

区　分 職員数（A） 給　与　費 １人当たり 
給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

令和
6年度

R6.4.1現在
974人

36億
5,377万7千円

7億
7,723万5千円

14億
8,834万5千円

59億
1,935万7千円 608万円

区　分 一　般　行　政　職 技　能　労　務　職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

本市 317,277円 43.1歳 329,818円 52.9歳
鹿児島県 311,400円 43.5歳 313,300円 56.8歳

国 322,487円 42.6歳 286,942円 51.2歳

区　分 本　市 国
初　任　給 採用2年経過日給料額 初　任　給 採用2年経過日給料額

一般
行政職

大学卒 196,200円 208,000円 本市と同じ 本市と同じ高校卒 166,600円 176,100円

区　分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年

一般行政職 大学卒 263,500円 343,316円 374,831円
高校卒 218,900円 316,875円 331,625円

技能労務職 高校卒 ー ー ー

区　分 7　級 6　級 5　級 4　級 3　級 2　級 1　級 計

標準的な職務内容 参与 参事 参事補 総括主任
主任 主任補 主事 主事

職　　員　　数 16人 57人 136人 211人 42人 55人 124人 641人
構　　成　　比 2.5% 8.9% 21.2% 32.9% 6.6% 8.6% 19.3% 100.0%

区　分 本　市 国
期　別 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
  6 月
12 月

計

1.20月分
1.25月分
2.45月分

 1.00月分
 1.05月分
2.05月分

本市と同じ 本市と同じ

職制上の段階、職務の 
級などによる加算措置 5％～ 15％ 5％～20％

区　分 本　市 国
（支給率） 自己都合 応募認定・定年 自己都合 応募認定・定年
最高限度額 47.709月分 47.709月分

本市と同じ

本市と同じ
勤続20年 19.6695月分 26.3655月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 本市と同じ
勤続35年 39.7575月分 47.709月分 本市と同じ

その他の加算措置 在級年数により
調整額を加算

定年前早期退職特例措置（2％～ 45％）
また、在級年数により調整額を加算 本市と同じ 本市と同じ

本
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

問
合
先
／
本
庁
総
務
課

人
事
職
員
Ｇ

（
内
線
４
５
４
１
、４
５
４
２
）

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

122024.9.10 広報

区　分 全職種
職員全体に占める
手当支給職員の割合 32.3%

手当の種類（手当数） 16

代表的 
な手当 
の名称

支給額別
夜間看護手当

救急業務・出動手当
社会福祉業務手当

支給対象者別
救急業務・出動手当
税務徴収業務手当
社会福祉業務手当

※特殊勤務手当は、著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、
　そのほか著しく特殊な勤務に従事する職員に支給される手当です。 ※（　）内は、給与減額措置がないとした場合の額です。

令和
5年度

支給総額 2億6891万円

職員１人当たり
の支給年額 29万6千円

部　門 職員数
一般行政部門 644人
特別行政部門 267人

公営企業等会計部門 120人
合　計 1,031人

�

８　部門別職員数

⑶　特殊勤務手当

⑷　時間外勤務手当

（R5.4.1現在）

（R5.4.1現在）

12　特別職の報酬など （R5.4.1現在）

※職員数は、一般職に属する正規職員数であり、地方公務員の身分
　を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員
　を除きます。

９　福利厚生事業の状況 （R5.4.1現在）

処分内容 処分者数 処分事由

分
限
処
分

免    　職 0人
降    　任 0人

休    　職 9人 心身の故障による
長期休養

降    　給 0人
失　    職 0人

懲
戒
処
分
な
ど

免　    職 0人
停    　職 1人 交通事故
減　    給 0人
戒　    告 2人 交通事故など
訓  告  等 58人 交通事故など

（R5.4.1 ～ R6.3.31）

11　人事評価の状況
評価時期 評価の状況

R5.4.1 ～ R5.9.30 条件付採用期間中職員の
人事評価を実施

R5.4.1 ～ R6.1.31 全職員を対象として、人
事評価を実施

（R5.4.1 ～ R6.3.31）

17　公平委員会業務の状況
勤務条件に関する措置の要求の状況 不利益処分に関する不服申立ての状況

該当なし 該当なし

14　職員の勤務時間 （R5.4.1現在）

16　職員研修の状況
研修名 研修者数 研修内容

派 遣 研 修 18人 資源エネルギー庁、鹿児島県他
専 門 研 修 15人 県自治研修センター
職務別研修 288人 管理監督者研修他
特 別 研 修 5人 パソコン研修、行政管理講座

合　 計 326人

（R5.4.1 ～ R6.3.31）

13　職員の任免および職員数

10　職員の分限および懲戒処分など

区　分 標準の勤務時間など

勤 務 を 要 す る 日
毎週月曜日から金曜日までの週５日間
※国民の祝日および12月29日から1月3日
　までの間を除く

１日当たりの勤務時間 8時30分から17時15分まで
※実質勤務時間は7時間45分

１週間当たりの勤務時間 38時間45分（7時間45分×5日間）
年 間 総 勤 務 時 間 2,015時間（38時間45分×52週）

15　休暇・休業制度 （R5.1.1 ～ R5.12.31）

名　　　称 薩摩川内市職員厚生会
会　員　数 996人

負担金率（事業主：会員） 1.6/1000 ： 4/1000

区　分
令和4年度末
職員数

（R5.3.31）

令和5年度中 令和5年度末
職員数
(R6.3.31)採用者 退職者

うち国県
などへの
派遣者

行 政 職 740人 45人 21人 5人 764人
医 療 職 27人 5人 0人 0人 32人
消 防 職 152人 6人 9人 3人 149人
技 能 労 務 職 20人 0人 2人 0人 18人

合　　計 939人 56人 32人 8人 963人

休暇・休業の種類 休暇日数など 取得実績
有
給
休
暇

年次有給休暇
１年につき20日付与
前年に未使用日数がある場合は、
最大20日を翌年に繰越

１人当たり
平均13.9日

無
給
休
暇

介 護 休 暇

負傷または疾病などにより２週
間以上にわたり介護をしなけれ
ばならない職員に対し、６カ月
以内の必要な期間

取得者 0 人

組 合 休 暇 職員組合活動に従事する場合に
30日以内付与 取得者 0 人

休
業育 児 休 業

子が３歳に達する日まで２回
子の出生後８週間以内に４週間
まで２回（産後パパ育休）

取得者 14 人

区　分 月　額 適用日

給
料

市            長 732,000円
（915,000円） R2.12.1

（H20.4.1）副    市    長 653,400円
（726,000円）

報
酬

議 長 458,000円
H20.4.1副 議 長 396,000円

議 員 370,000円

期
末
手
当

三 役 
議 　 員

6月期　1.650月分 
12月期　1.750月分

計　　3.40月分
加 算 措 置 15%
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問
合
先
／
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課

包
括
支
援
Ｇ（
内
線
２
６
７
５
）

認
知
症
の
相
談
に
関
す
る
問
合
先

●
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
Ｇ

　（
内
線
２
６
７
５
）

● 

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
社
会
福

祉
協
議
会
内（
永
利
町
））

　

 （
24
）３
３
３
１

●
鹿
児
島
県
若
年
性
認
知
症
相
談
窓
口

　
※
若
年
性
認
知
症
に
関
す
る
相
談

　

 

０
９
９（
２
５
１
）４
０
１
０

　
９
月
２１
日
は
、世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
で
す
。こ
れ
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

に
関
す
る
認
識
を
高
め
、世
界
の
患
者
と

家
族
に
援
助
と
希
望
を
も
た
ら
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。　

　
今
回
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
で
あ
る
卓

翔
会
記
念
病
院
理
事
長
の
黒く

ろ

田だ

篤
あ
つ
し

氏
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　
認
知
症
は
、脳
の
神
経
細
胞
が
変
化
す
る

こ
と
で
脳
の
働
き
が
悪
く
な
り
、脳
の
機

能
が
低
下
し
て
い
く
状
態
に
な
る
こ
と
で

す
。脳
は
、覚
え
る
・
考
え
る
・
理
解
す
る
・

計
画
す
る
な
ど
、高
度
な
認
知
機
能
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。こ
の
認
知
機
能
が

徐
々
に
低
下
す
る
こ
と
で
、日
常
生
活
に
も

影
響
し
て
き
ま
す
。

物
忘
れ
と
認
知
症
の
症
状
の
見
分
け
方
は
？

　
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
は
、体
験
し
た
こ
と

の
一
部
を
忘
れ
ま
す
が
、そ
の
他
の
記
憶
か

ら
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。認
知
症

は
、体
験
し
た
こ
と
の
全
部
を
忘
れ
て
し
ま

い
、思
い
出
す
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。認

知
症
は
状
況
に
よ
っ
て
、日
常
生
活
に
支
障

が
出
て
き
ま
す
。

～
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　　
昨
年
、｢

共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た

め
の
認
知
症
基
本
法｣

が
施
行
さ
れ
、早
期
発

見
・
早
期
診
断
が
大
切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。例

え
ば
、電
話
や
接
客
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ

た
、金
銭
管
理
や
薬
の
管
理
な
ど
、以
前
で
き

て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
と
感

じ
た
ら
病
院
で
受
診
を
す
る
か
、相
談
窓
口
や

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
市
に
は
、｢

認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓
口｣

や
関
係
機
関
の
医
療
従
事
者
・
福
祉
職
が
関

わ
っ
て
家
族
支
援
な
ど
の
初
期
対
応
を
行
う

｢

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム｣

が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、本
法
に
は｢

共
生｣

が
強
調
し
て
書

か
れ
て
い
ま
す
。当
事
者
の
尊
厳
や
本
人
ら

し
さ
を
保
ち
な
が
ら
、認
知
症
が
あ
っ
て
も
、

残
さ
れ
た
能
力
を
引
き
出
し
、最
後
ま
で
住

み
慣
れ
た
地
域
社
会
の
中
で
、暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、地
域

で
支
え
て
い
け
る
、み
ん
な
に
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

〇
認
知
症
を
知
ろ
う

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、認
知
症
に
関
す

る
支
援
や
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〇｢

認
知
症
ケ
ア
パ
ス｣

　
本
市
で
は
、
認
知
症
の
原
因
や
症
状
、
対

応
な
ど
を
ま
と
め
た
、
本
人
向
け
と
家
族
、

地
域
の
方
向
け
の
２
種
類
の｢

認
知
症
ケ
ア

パ
ス｣

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
左
記
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〇
認
知
症
カ
フ
ェ

　「
認
知
症
カ
フ
ェ
」は
、
認
知
症
の
方
、
家

族
の
介
護
を
し
て
い
る
方
、
地
域
の
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
で

す
。
市
内
に
は
、
12
カ
所
の
認
知
症
カ
フ
ェ

が
あ
り
ま
す
。

　
何
で
も
話
せ
る
息
抜
き
の
場
、
情
報
交
換

の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

▲卓翔会記念病院理事長
　黒田篤氏

◀薩摩川内市
　認知症ケアパス

▲認知症を
　知ろう

◀認知症カフェ
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児童書 児童書

■｢大人の図書館見学ツアー｣を開催します。■｢大人の図書館見学ツアー｣を開催します。
　　中央図書館で普段入れない閉架書庫の見学や、図書館業務を体験できる大人の図書
館見学ツアーを開催します。
時／ 10月 24日（木）10時～11時30分
所／中央図書館　
対象／市内に居住する成人の方
定員／先着 10人※参加無料
申込開始／９月 30日（月）～
申込方法／直接、電話
申込・問合先／中央図書館

をんごく ##N
ネ イ ム
AME## みんなが知りたい！化石のすべて 太古

の生き物たちの進化と絶滅のナゾを解く
アブアアとアブブブラウリ・クースクを

探して
著 /児

こ
玉
だま
雨
あめ
子
こ

著 /｢化石のすべて｣編集室 文・絵 /長
ちょう
新
しん
太
た

著 /宮
みやうち
内悠

ゆうすけ
介 著 /北

きたざわ
沢陶

とう

　ミステリー、ホラー、
サスペンス、時代、ユー
モアなど、デビュー以降
の短編をまとめた、柚月
裕子の初オムニバス短
編集。美しい花には毒
がある。献身的に母の
介護を続ける娘の楽し
みとは。

　｢夫は81歳になった
けどとても元気よ。で
も、昔から動かない人
でね。私は自分の時間
と体力を食われすぎ
ないように、いろいろ
命令して本人にさせ
ているの」。あなたの
まわりにもありそうな
39の人間模様をまと
めた超短編小説集。

　飛べないペンギン、モモちゃん。自分
だけ違うこと、できないこと。それは弱
みでなく、本当は強みだったのです。多
様性を尊重し受容することが、幸せへと
つながっていくことを描いた絵本。発達
障害に関する解説も収録。

　｢だいじなことはみんな、おばあちゃんから
おそわった。つたえないのはもったいない｣。
もったいないばあさんが子どもの頃、田んぼ
でお米作りをしていたおばあちゃんから教え
てもらったことを描いた絵本。

問　合　先

中央図書館 0996（22）3542
樋脇分館 0996（38）0009
入来分館 0996（44）5311
東郷分館 0996（42）0053
祁答院分館 0996（21）8755
里分館 09969（3）2958
上甑分館 09969（2）0031
下甑分館 09969（7）0311
鹿島分館 09969（4）2211

▲�図書館
　ホームページ

そらをとびたかったペンギン
作 /申

しん
ももこ　絵 /はやしみこ

もったいないばあさんのおばあちゃん
作・絵 /真

しんじゅ
珠まりこ

チョウセンアサガオの咲く夏 死んでしまえば最愛の人 九州の名城を歩く 宮崎・鹿児島編
編 /岡

おか
寺
でら
良
りょう
　竹

たけ
中
なか
克
かつしげ
繁　吉

よしもと
本明
あきひろ
弘著 /柚

ゆ
月
づき
裕
ゆう
子
こ

著 /小
お
川
がわ
有
ゆ り
里

　島津・伊東・肝付・種
子島氏ら群

ぐんゆう
雄が割

かっきょ
拠し

た昔をしのばせる空
から
堀
ぼり

や土
ど
塁
るい
、曲
くる
輪
わ
は訪れる

者を魅了する。宮崎・鹿
児島の各県から精選し
た名城64城を取りあ
げ、その特徴や歴史を
豊富な図版を交えて分
かりやすく解説。

児童書
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今
回
は
、
株
式
会
社
ワ
ッ
ト
を

「
深
ボ
リ
！
」。
常
務
取
締
役
の

久く

保ぼ

信し
ん

治じ

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
風
力
発
電
事
業
を
行

う
た
め
に
平
成
18
年
３
月
に
創
業

▲永
なが
田
た
代表取締役（右から２番目）

　久保常務取締役（右から６番目）と社員の皆さん

し
ま
し
た
。
高
江
町
の
柳
山
周
辺

に
柳
山
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム（
全

12
基
の
風
力
発
電
所
）事
業
を
立

ち
上
げ
、
平
成
26
年
か
ら
稼
働
し

て
い
ま
す
。
風
力
発
電
は
、
発
電

時
に
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
な
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
４
年
に
小
売
電

気
事
業
へ
参
画
し
、
若
松
町
に
地

域
密
着
型
の
新
電
力「
Ｗ
電
力
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
柳
山
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
で

発
電
し
た
電
気
を
、
当
社
か
ら
直

接
、
消
費
者
へ
供
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
、
県
内
の
公
立
高
等
学

校
や
九
州
内
の
公
共
施
設
な
ど
に

電
気
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
当
社

の
電
気
は
発
電
時
の
二
酸
化
炭
素

排
出
が
ゼ
ロ
で
あ
る
た
め
、
消
費

者
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
寄
与
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　
当
社
は
、
風
力
発
電
所
を
見
渡

せ
る
風
車
公
園
や
、
柳
山
ウ
イ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
へ
続
く
周
辺
道
路
の

草
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
が
主
催
す
る
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
や
芋
掘
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
協
賛
を
通
し
て
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内
外
の
学
校
か
ら

社
会
科
見
学
や
環
境
学
習
を
受
け

入
れ
、
環
境
問
題
な
ど
の
啓
発
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電

は
、
発
電
量
が
天
候
に
左
右
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
社
で
は
電

気
自
動
車
や
蓄
電
池
を
活
用
し
て
、

電
気
を
地
元
の
農
業
、
漁
業
、
林

業
、
教
育
に
還
元
す
る
取
り
組
み

に
挑
戦
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
本
市
で
生
ま
れ
た

再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
通
じ
て
、
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。

▲芋掘りへの参加の様子

▲風力発電所

第
69
回

株
式
会
社
ワ
ッ
ト

入社２年目
松
まつもと
本昌

しょう
子
こ
さん

　
電
気
業
界
は
未
経
験
の
分
野
で

し
た
が
、
電
気
の
地
産
地
消
に
興

味
を
持
ち
、
入
社
し
ま
し
た
。

　
専
門
用
語
も
多
く
難
し
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
上
司
や
同
僚
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
お
客

さ
ま
対
応
や
事
務
全
般
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
何
事
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
持
ち
、｢

ど
う
せ
や

る
な
ら
楽
し
く｣

と
い
う
当
社
の

モ
ッ
ト
ー
を
胸
に
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
の
魅
力
が
多
く

の
方
に
伝
わ
る
よ
う
に
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

株式会社ワット － Information －

代 表 者：代表取締役　永田善
ぜん

三
ぞう

所 在 地：高江町 2918番地１

従業員数：11人

連 絡 先：（20）3832

ホームページ▶

162024.9.10 広報

　７月 20日（土）・21日（日）、少年自然の家で、夏
休み親子工作教室を開催しました。
　17組 48 人の親子が触れ合いながら、本棚やおも
ちゃ、貯金箱など木工作品を制作しました。参加し
た子どもは、「初めて釘を打ちました」と笑顔で教え
てくれました。

　８月２日（金）、市道宮入来線で、入来建友会（入来
町内建設業者 12社）による、道路脇の除草や伐採作
業などのボランティア活動が行われました。
　猛暑の中、約１キロメートルの沿道作業で、道路
などの見通しを良くしていただきました。

　７月18日（木）、甑島の鹿島地区で、甑島ツーリズ
ム推進協議会が外来種である｢シンテッポウユリ｣の
駆除作業を行いました。
　これは、市花である｢カノコユリ｣との交雑を防ぐ
ために毎年行っているもので、地域の環境保全と観
光資源の確保に努めています。

道路ボランティア作業 県・市の若手職員の合同研修
　８月３日（土）、隈之城地区コミュニティ協議会主
催の夏祭りに、県と本市の若手職員が合同で研修を
行い、運営に参加しました。
　参加した職員からは、｢地元の皆さんのねぎらいの
言葉に心温まった」、「祭りを楽しんでもらうための
運営側の団結力を体感した」などの声が聞かれました。
　合同研修は、来年２月まで市内 17 地区コミュニ
ティ協議会で順次実施する予定です。

　７月26日（金）、隈之城保育園で、カブトムシやク
ワガタムシの観賞会を開催しました。　　
　これらは、園児の保護者が自宅で飼育し、繁殖させ
たものです。ヘ
ラクレスオオ
カブトなど６
種類の昆虫た
ちに子どもた
ちは大喜びで、
目を輝かせな
がら、親子で触
れ合いを楽し
みました。

昆虫大好きっ子、集まれ

親子ですてきな作品を作りました

　7月21日（日）、サン・アビリティーズ川内で、第13
回桜島杯車いすバスケットボール大会が開催されました。
　この大会には、本市で練習し、障害者と健常者の
混合チームである鹿児島車いすスポーツクラブを含
む県内３チームと宮崎県の１チームが参加しました。
熱戦を繰り広げ、県内のチームが優勝しました。

車いすバスケットボールで大熱戦

カノコユリ保護大作戦
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「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供いただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

【情報提供：鹿児島車いすスポーツクラブ】 【情報提供：隈之城保育園】

提供：鹿児島県

シンテッポウユリ



薩
摩
川
内
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

薩
摩
川
内
音
楽
祭
　
　
　
　

コ
カ
フ
ェ
ス
２
０
２
４
屋
外
ス
テ
ー
ジ

９
月
28
日（
土
）～
29
日（
日
）12
時
～
18
時

Ｓ
Ｓ
広
場

地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
本
市
学
生

な
ど
に
よ
る
ラ
イ
ブ
演
奏
、ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

※
入
場
無
料

※ 

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
で
の
ラ
イ
ブ
鑑
賞

の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
鹿
児
島
テ
レ
ビ
放
送
㈱

　
※ 

上
の
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
か

ら
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
▼ 

観
光
物
産
課
観
光
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
Ｇ（

６
２
２
４
）

日
本
茶
教
室
～
美
味
し
い
お
茶

の
淹
れ
方
～【
要
申
込
】

10
月
15
日（
火
）10
時
～
12
時

セ
ン
ノ
オ
ト（
若
松
町
）

日
本
茶
の
淹
れ
方
と
マ
ナ
ー
講

座
、
お
茶
の
試
飲
と
お
菓
子
と
の
楽

し
み
方
の
紹
介

日
本
茶
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
お
茶
の
専

門
店｢

茶さ

寮り
ょ
う

さ
さ
の｣

　
笹さ
さ

野の

千ち

津づ

子こ

氏

18
歳
以
上
の
方

12
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

５
０
０
円

10
月
１
日（
火
）～
８
日（
火
）

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

※
団
体
で
の
申
込
不
可

薩󠄀󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀

公
社
総
務
課
事
業
係

（
42
）１
１
８
１

…
日
時
・
期
間
・
期
日
　

…
場

所
　

…
内
容
　

…
講
師
・
相
談

員
　

…
対
象
　

…
定
員
　

…

受
講
料
・
参
加
料
　

…
出
演
　

…
準
備
す
る
物
　

…
申
込
期
間
　

…
申
込
方
法
　

…
募
集
住
宅
　

…
抽
選
日
・
抽
選
場
所
　

…
販

売
日
時
・
販
売
先
　

…
そ
の
他
　

…
託
児
　

…
資
格
　

…
問
合

先
　

…
申
込
先
・
提
出
先
・
届
出

先
　

…
電
話
番
号
　

…
内
線

…
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

…
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
　

…
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

▲コカフェス

▲市

▲�まちづくり
公社

18広報2024.9.10

９月22日（日）　 国道３号向田側　 川内大綱引保存会　 （21）1851
※観覧は歩道上のみ　※ドローンを使用しての撮影禁止

九州新幹線

N

肥薩おれんじ鉄道

川
内
中
央
交
番
●

●北さつま農協
　川内総合支所
●北さつま農協
　川内総合支所

太平橋太平橋国道３号

県
道
吉
川
・
川
内
線

川
内
高
等
学
校
●

市
役
所
●

川
内
中
央
交
番
●

→
至 

い
ち
き
串
木
野

神
田
通
り

向田本通り

←
至 

阿
久
根

●
中
央
公
民
館

川
内
川

交通規制案内図
全面通行止め
 6：00～
　　   17：00

全面通行止め
15：30～
　　   23：00

３カ所

15：30～23：00

綱練り会場
（神田通り）

川内大綱引会場
（国道３号）

一般車両回り道

バス臨時停留所

9/22（日）

バス回り道 ●
太
平
橋
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

開戸橋

6:00～17:00
   8:00
10:00
11:30
14:00
15:00
15:30
16:00
19:00
20:15
22:00
23:00

綱練り会場全面通行止め
縄出し開始
綱練り開始
シンコ入れ
綱練り終了
ワサ造り終了
国道３号全面通行止め開始、綱出し開始
綱出し完了
ダン木祭り
大綱引開始
大綱引終了
国道３号全面通行止め解除

日程

15：30～23：00

国
道
2
6
7
号

国
道
2
6
7
号

上川内駅 川内駅

薩摩川内警察署●薩摩川内警察署●

９月22日（日）16時～ 17時
※雨天時は中止になる場合があります。

国道３号 （川内山形屋前付近）
子どもの無病息災を祈願する撮影会
当日、会場で直接

※子ども用の陣羽織を無料で貸し出します。
※撮影無料（カメラ・スマートフォンはご持参ください。）
※ドローンの飛行は禁止

川内商工会議所青年部　
 (22)2267

鎧
よろい

武
む

者
しゃ

と写ろう！
川内大綱引
記念写真撮影会

４２５年目４２５年目のの歴史歴史とと伝統伝統をを有有するする
　 　 　 　 　 ｢　 　 　 　 　 ｢川内大綱引川内大綱引｣｣国重要無形民俗文化財国重要無形民俗文化財

薩摩川内市誕生20周年記念薩摩川内市誕生20周年記念

ギネス世界記録 に挑戦ギネス世界記録 に挑戦
「綱を運ぶ最大のパレード」「綱を運ぶ最大のパレード」

※詳しくは※詳しくは をを
　ご確認ください。　ご確認ください。

RR　

星
空
観
望
会
　
　
　
　
　
　

｢

土
星
・
海
王
星
観
望
月
間｣

10
月
１
日（
火
）～
31
日（
木
）19
時

～
21
時

※
入
館
は
20
時
30
分
ま
で

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

環
の
あ
る
惑
星
と
し
て
人
気
の
土

星
や
海
王
星
、
秋
の
星
座
の
観
望

※
天
候
不
良
時
は
中
止

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

　
▼
小
中
学
生
＝
３
０
０
円

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

名
作
シ
ネ
マ
上
映
会【
要
申
込
】

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

先
着
95
人

※
参
加
無
料

※
車
い
す
席
あ
り

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

９
月
21
日（
土
）～

直
接
、
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

好
き
な
本
を
紹
介
し
よ
う（
ミ
ニ

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
）【
要
申
込
】

10
月
27
日（
日
）10
時
～
11
時
30
分

中
央
図
書
館

小
学
生
以
上

※
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

先
着
５
人

紹
介
し
た
い
本
１
冊

９
月
25
日（
水
）～

直
接
、
電
話

※
参
加
無
料

※ 

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
本
を
紹

介
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
で
す
。

中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
工
作
　
　

光
る
剣【
要
予
約
】

10
月
20
日（
日
）13
時
～
16
時
の
間

の
30
分

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

灯
油
ポ
ン
プ
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

に
、
赤
や
青
の
セ
ロ
ハ
ン
を
貼
り
付

け
た
剣
の
工
作

小
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

先
着
30
人

３
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

※
別
途
入
館
料
が
必
要

９
月
27
日（
金
）～

電
話せ

ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

福
祉
・
介
護
の
し
ご
と
　
　

就
職
・
転
職
フ
ェ
ア

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー【
要
申
込
】

11
月
30
日（
土
）13
時
～
14
時

県
内
の
社
会
福
祉
施
設
職
員
に
よ

る
介
護
現
場
な
ど
の
説
明

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

就
職
・
転
職
相
談
会

11
月
30
日（
土
）14
時
～
16
時

県
内
の
介
護
職
場
の
仕
事
内
容
、

求
人
時
期
、
条
件
、
募
集
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
人
事
担
当
者
と
面
談

※
20
法
人
参
加
予
定

市
総
合
福
祉
会
館（
永
利
町
）

介
護
職
場
へ
の
就
職
・
転
職
希
望

者
、
令
和
７
年
３
月
卒
業
予
定
の
学

生
、
介
護
職
な
ど
に
関
心
の
あ
る
方

※
参
加
無
料

※
履
歴
書
不
要
、
入
退
場
自
由

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

０
９
９（
２
５
８
）７
８
８
８

募
集

は
じ
め
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

９
月
30
日
～
12
月
23
日
の
各
月
曜

日（
全
10
回
）９
時
30
分
～
11
時

※
祝
日
、
12
月
２
日
は
休
み

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
初
心
者
向

け
に
マ
シ
ン
を
使
用
し
た
基
本
的
な

運
動
を
行
う
教
室
　  

　

高
校
生
以
上
60
歳
未
満
で
医
師
に

よ
る
運
動
制
限
の
な
い
方

先
着
15
人

※
参
加
無
料

９
月
17
日（
火
）９
時
～

直
接
、
電
話

川
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
01 

０
７
０（
５
４
８
７
）７
１
０
５

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼ 

川
内
地
域
＝
後
牟
田
、
戸
川
、
宮

下
市
営
、
高
江
、
勝
目
一
般

▼ 

樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
椿
第
１
、

向
湯
第
１

▼ 

入
来
地
域
＝
愛
宕
、
芝
町
、
八
風
、

立
山
一
般
、
諏
訪
原
一
般

▼ 

東
郷
地
域
＝
前
原
、
川
口
、
里
、

フ
レ
グ
ラ
ン
ス
紅
梅

▼ 

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
早
馬
、
黒
木
特
公
賃
、
藺
牟

田
特
公
賃

▼
里
地
域
＝
薗
下

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田

▼
下
甑
地
域
＝
浜
口
第
３

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田
、
松
崎

９
月
25
日（
水
）必
着

市

に
掲
載
ま
た
は
、

の
各
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付

９
月
27
日（
金
）10
時
～

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※ 

詳
し
く
は
市

に
掲
載
お
よ
び

の
各
所
に
備
え
付
け
の
募
集
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼ 

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼ 

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼ 

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

募
集

▲市

▲申込
　フォーム

時 タイトル 出　演

10/19（土）�
10:00 ～11:39

ロケーション�
（S59年）

西田敏行、大楠道代、
美保純、柄本明　他

10/20（日）�
10:00 ～11:44

暗殺�
（S39年）

丹波哲郎、岡田英次、
早川保、岩下志麻　他

※開場は上映開始30分前～
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指
定
管
理
者

各
１
団
体

10
月
10
日（
木
）必
着

市

ま
た
は
本
庁
３
階
都
市
整
備

課
に
備
え
付
け
の
募
集
要
領
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

本
庁
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
Ｇ

（

３
２
１
１
）

シ
ニ
ア
向
け
　
　
　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

10
月
22
日（
火
）　
　
　
　
　

▼
午
前
の
部
＝
10
時
～
12
時

▼
午
後
の
部
＝
13
時
30
分
～
15
時
30
分

中
央
図
書
館

▼ 

１
部
＝
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基

本
操
作

　
▼ 

２
部
＝
災
害
対
策
ア
プ
リ
な
ど

の
活
用
方
法

　
※ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
）は
、
１
人
１
台
貸
し
出

し
可

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
認
定
講
師

市
内
居
住
の
60
歳
以
上
で
、
こ
れ

か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方

各
回
先
着
20
人

※
受
講
無
料
　

９
月
24
日（
火
）～

電
話中

央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

相
談

不
登
校
や
子
育
て
に
悩
む
人

た
ち
の｢

だ
ん
で
会｣

９
月
21
日（
土
）14
時
30
分
～
18
時

す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

不
登
校
や
子
育
て
に
悩
む
方
々
が

安
心
し
て
語
り
合
え
る
会
で
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
時
間
内
、
い
つ
で
も
入
退
室
可

※
参
加
無
料
・
リ
モ
ー
ト
対
応
可

サ
ー
ク
ル
だ
ん
で
ら
い
お
ん 

澁し
ぶ

田た

０
７
０（
８
４
９
８
）１
９
５
７

何
で
も
無
料
相
談
室

毎
週
土
曜
日
13
時
～
16
時

※
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

生
活
上
の
不
安
や
困
っ
て
い
る
こ

と
、
ど
こ
に
相
談
し
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
こ
と
な
ど
一
緒
に
考
え
、
専

門
の
相
談
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

※
電
話
相
談
も
可
　

※ 

開
設
時
間
以
外
の
受
け
付
け
や
事

前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
可

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｓ

プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）

（
25
）６
０
５
６

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

相
談
窓
口

月
曜
日
～
金
曜
日
９
時
～
17
時

※ 

祝
日
、
毎
月
第
３
月
曜
日
お
よ
び

年
末
年
始
は
除
く

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｓ

プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）

女
性
の
相
談
員
が
悩
み
や
、
不

安
、
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
一

緒
に
考
え
、
専
門
の
相
談
窓
口
を
案

内
し
ま
す
。

※
生
理
用
品
の
提
供
も
し
て
い
ま
す
。

▼
対
面
相
談

　
▼
電
話
相
談
　

　
　
（
25
）６
０
５
６

　
　

０
７
０（
２
６
３
６
）７
７
６
３

　
▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

※ 

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
は
窓

口
開
設
時
間
内
で
の
返
信
に
な
り

ま
す
。

※
相
談
無
料

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
お
話
し
た
り
、
気
に
な
る
こ
と
を

聞
い
て
み
た
り
、
何
も
話
さ
ず
、
自

分
だ
け
の
時
間
を
過
ご
し
て
も
い
い

出
入
り
自
由
な
場
所
で
す
。

９
月
24
日
、
10
月
22
日
、
11
月
26

日
、
12
月
24
日
の
各
火
曜
日
14
時
～

16
時Ｓ

Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｓ

プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）

（
25
）６
０
５
６

お
知
ら
せ

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買

な
ど
に
係
る
届
出

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
一

定
の
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て
、

売
買
な
ど
の
契
約（
対
価
の
授
受
を

伴
う
土
地
に
関
す
る
権
利
の
移
転
ま

た
は
設
定
を
す
る
契
約
）を
締
結
し

た
場
合
、
事
後
届
出
が
必
要
に
な
る

も
の都

市
計
画
区
域
内
５
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
、
ま
た
は
都
市
計
画

区
域
外
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

土
地
取
引
の
土
地
権
利
取
得
者（
売

買
の
場
合
は
買
主
）

契
約
締
結
日
か
ら
起
算
し
て
２
週

間
以
内

申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
市

に

掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記

の
上
、
直
接
、
送
付
、
メ
ー
ル

※ 

詳
し
く
は
市

を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

本
庁
企
画
政
策
課
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・

開
発
Ｇ（

４
８
２
１
）

sdgs@
city.satsum

asendai.lg.jp

肺
が
ん
集
団
検
診

９
月
30
日（
月
）～
12
月
15
日（
日
）

市
内
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど

※ 

日
時
や
会
場
の
詳
細
は
受
診
票
、

市

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
40
歳

以
上
の
方

※ 

全
て
の
対
象
者
に
９
月
初
め
に
受

診
券
を
発
送
済
み

※ 

検
診
は
検
診
車
両
で
行
い
、
検
診

中
は
若
干
の
検
診
車
の
騒
音
・
振

動
が
発
生
し
ま
す
。

川
内
保
健
セ
ン
タ
ー

（
22
）８
８
１
１

▲市

▲市

▲市

相
談

▲つながり
　女性相談

お
知
ら
せ

▲申込
　フォーム

No. 対象施設 主な業務内容

1
都市公園（川内地域および東郷

地域）
施設の維持管
理、使用許可2 普通公園（川内地域、樋脇地

域および東郷地域）

3 普通公園（川内地域）

※公園の一覧および所在地の詳細は市 を
　ご確認ください。
※指定期間は、令和７年４月１日～令和12年
　３月31日
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市
民
大
学
講
座
に
関
す
る
　

ア
ン
ケ
ー
ト

本
市
の
中
央
公
民
館
お
よ
び
地
域

公
民
館
が
主
体
と
な
り
実
施
す
る
市

民
大
学
講
座
に
対
す
る
意
見
を
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
調
査
す
る
も
の

市
内
居
住
者

10
月
１
日（
火
）ま
で

回
答
フ
ォ
ー
ム

※ 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
40
人
に
つ

ん
Ｐ
ａ
ｙ
で
利
用
で
き
る
デ
ジ
タ

ル
地
域
通
貨（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
イ
ン

ト
５
０
０
円
分
）を
贈
呈
し
ま
す
。

社
会
教
育
課
社
会
教
育
Ｇ

（
22
）７
２
５
１

市
町
村
振
興
宝
く
じ

　
次
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

▼
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

▼
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

全
国
の
宝
く
じ
売
り
場

９
月
17
日（
火
）～
10
月
17
日（
木
） 

10
月
25
日（
金
）

鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会

０
９
９（
２
０
６
）１
０
０
１

ク
ル
ー
ズ
船
が
甑
島
に
寄
港

各
港
に
準
備
し
て
い
る
大
漁
旗
や
手

旗
で
歓
迎

本
庁
観
光
物
産
課
観
光
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
Ｇ（

６
２
２
４
）

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

結
婚
に
伴
う
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト

に
係
る
新
居
の
住
居
費
、
引
越
費
用

な
ど
へ
の
補
助

▼ 

対
象
と
な
る
費
用
＝
住
宅
の
購
入

費
、
賃
貸
借
に
係
る
費
用（
敷
金
、

礼
金
、
仲
介
手
数
料
、
１
カ
月
分

の
家
賃
お
よ
び
共
益
費
）、
引
越

費
用
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

▼ 

補
助
上
限
額
＝
婚
姻
時
、
夫
婦
共

に
29
歳
以
下
の
場
合
は
、
上
限
60

万
円
、
39
歳
以
下
の
場
合
は
、
上

限
30
万
円

次
の
①
～
⑤
の
要
件
を
全
て
満
た

し
、
市
内
に
居
住
す
る
世
帯

① 

令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
婚
姻
届

を
提
出
し
受
理
さ
れ
た
夫
婦
で
あ

る
こ
と

② 

婚
姻
時
に
夫
婦
共
に
39
歳
以
下
で

あ
る
こ
と

③ 

夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と

④ 

婚
姻
に
伴
い
、
令
和
６
年
４
月
１
日

以
降
に
市
内
の
住
宅
を
新
た
に
取

得
ま
た
は
賃
借
し
た
こ
と
に
係
る

対
象
経
費
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と

⑤ 

夫
婦
共
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と

令
和
７
年
３
月
31
日（
月
）必
着

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
を

に
直
接

※ 

必
要
な
書
類
に
つ
い
て
詳
し
く
は

市

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯
学
習
・

ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ（

４
７
４
１
）

 

国
民
保
護
法
で
指
定
す
る
避
難
施
設

　
県
で
は
、
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
に
お

い
て
住
民
の
避
難
ま
た
は
避
難
住
民
な

ど
へ
の
救
援
を
行
う
た
め
、
あ
ら
か
じ

め
避
難
施
設
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
施
設
の
一
覧
な
ど
の
詳
細
は
、

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
庁
防
災
安
全
課
防
災
安
全
Ｇ

（

４
９
３
１
） 

意
見･

提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
主
要
な
計
画
や
指
針
の

立
案
に
際
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト（
市
民
意
見
公
募
手
続
き
）制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見･

提
言
を
募
集
し
ま
す
。

第
４
次
薩
摩
川
内
市
生
涯
学
習
推
進

計
画（
案
）�

■
策
定
の
目
的
・
内
容

　
多
様
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
協
働
型
社
会
に
お
け
る｢

新
し

い
公
共
の
担
い
手｣

の
育
成
を
主
眼

と
し
、
令
和
７
～
11
年
度
ま
で
の
各

種
の
生
涯
学
習
振
興
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
指

針
を
定
め
る
も
の
。

市

上
、
本
庁
１
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
生
涯
学
習
推
進
本
部
事

務
局（
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）、

各
支
所
、甑
島
振
興
局
、各
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
各

地
域
公
民
館
、
中
央
図
書
館
、
鹿
児

島
純
心
大
学
、
川
内
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
、
川
内
看
護
専
門
学
校

※
希
望
者
に
は
資
料
送
付

９
月
10
日（
火
）～
10
月
15
日（
火
）

消
印
有
効

市

上
の
意
見
・
提
言
入
力

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
任
意
の
様
式
に
住

所
、
氏
名
、
意
見
・
提
言
を
明
記
の
上
、

直
接
、
送
付
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

生
涯
学
習
推
進
本
部
事
務
局（
Ｓ

Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）

（
25
）６
２
１
０

（
25
）６
１
８
８

hitom
irai@

city.

　
　
　
　
　satsum

asendai.lg.jp

寄
附
・
寄
贈

　
寄
附
・
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
個
人
・

団
体
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
中
央
図
書
館
へ
図
書
寄
贈 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧ま
き

田た

芳よ
し

久ひ
さ

■
消
防
局
へ
水
中
ド
ロ
ー
ン
一
式
寄
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山や
ま

室む
ろ

克か
つ

己み

■
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
基
金
へ

　
の
資
金
寄
附

・
九
州
お
ひ
さ
ま
発
電
株
式
会
社

　
　
　
　代
表
取
締
役

　永な
が

山や
ま

在あ
り

紀の
り

■
本
庁
へ
車
い
す
寄
贈

・
陸
上
自
衛
隊
川
内
駐
屯
地
曹そ

う

友ゆ
う

会

・
航
空
自
衛
隊
下
甑
島
分
屯
基
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　准じ

ゅ
ん

曹そ
う

会

※ 

令
和
６
年
４
月
～
７
月
寄
附
・
寄

贈
分

▲市

▲市

▲市

▲市

▲県

▲意見・提言
　入力フォーム

▲回答
　フォーム

寄港日
入港 出港

中甑漁港 中甑漁港 長浜漁港

10/7(月) 10:00
13:00 ー

ー 16:00

※各港沖に停泊し、小型船で上陸します。
※入港及び出港については変更となる場合が
　あります。詳しくは市 をご確認ください。

●コーラルアドベンチャラー
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川
内
地
域

（
出
生
児
）

�

都
　
　
楓ふ

う
が瓦

大
迫
　
　
葵き

い生

山
下
　
　
陽ひ

な

の

菜
乃

野
口
　
　
紗さ

や弥

水
元
　
　
星せ

い
な葵

祁
答
院
　
丹に

こ琴

松
本
　
　
栞か

ん
な和

児
玉
　
　
十と

あ彩

窪
田
　
　
然ぜ

ん

甲
斐
　
　
茉ま

の
ん暖

吉
留
　
　
叶か

な
と都

西
山
　
　
結ゆ

い
と翔

矢
野
　
　
桃も

も
は羽

久
保
薗
　
愛あ

み

か

美
香

瀬
戸
口
　
珠す

い李

古
薗
　
　
侑ゆ

う
ま真

伊
藤
　
　
来ら

な奈

橋
口
　
　
陽ひ

な
た太

山
口
　
　
結ゆ

い
と士

仙
名
　
　
立り

つ
き葵

前
田
　
　
愛あ

い
る瑠

平
　
　
　
笑わ

く
う暮

大
脇
　
　
律り

つ
は晴

福
山
　
　
響ひ

び
き輝

宮
﨑
　
　
心み

と采

下
別
府
　
梛な

ぎ
と斗

神
上
園
　
陽ひ

な菜

六
笠
　
　
晴せ

い
な菜

松
木
　
　
唯い

お恩

中
村
　
　
唯い

お
り織

川
畑
　
　
結ゆ

い
な凪

湯
原
　
　
芽め

い生

（
年
齢
）

【
90
】

【
96
】

【
94
】

【
81
】

【
81
】

【
96
】

【
92
】

【
84
】

【
96
】

【
89
】

【
82
】

【
79
】

【
97
】

【
89
】

東
向
田

若
松

東
開
聞

宮
崎

都平
佐

大
小
路

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

宮
内

湯
島

（
保
護
者
）

【
竜
正
】

【
和
椰
】

【
真
人
】

【
拓
真
】

【
佑
樹
】

【
義
也
】

【
美
佳
】

【
勝
利
】

【
建
】

【
晟
稜
】

【
拓
生
】

【
豊
】

【
旭
人
】

【
圭
太
】

宮
里

宮
里

宮
崎

宮
崎

勝
目

矢
倉

尾
白
江

中
福
良

平
佐

平
佐

天
辰

天
辰

天
辰

国
分
寺

【
新
一
】

【
香
織
】

【
大
作
】

【
俊
太
】

市
比
野

塔
之
原

浦
之
名

斧
渕

【
博
紀
】

【
卓
也
】

【
龍
政
】

【
浩
佑
】

【
優
樹
】

【
一
希
】

【
聖
人
】

【
佳
奈
美
】

【
史
理
】

【
和
輝
】

【
晃
】

【
裕
治
】

【
優
太
】

【
貴
彬
】

【
健
太
】

【
瑠
奈
】

【
祐
作
】

【
康
太
】

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

宮
内

五
代

五
代

中
郷

中
郷

田
崎

百
次

百
次

百
次

百
次

永
利

東
大
小
路

東
大
小
路

中
郷
二
丁
目

平
佐
一
丁
目

7
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 9月25日（水） 
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／センノオト
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

川
内
地
域

（
氏
　名
）

小
牧
　
　
ヨ
ツ
子

羽
子
田
　
マ
ツ
子

森
田
　
　
陽
子

中
山
　
　
秀
治

入
江
　
　
照
美

柳
田
　
　
信
男

村
岡
　
　
讓
子

戸
木
田
　
信
孝

板
垣
　
　
茂
子

山
本
　
　
耕
平

堀
田
　
　
ヨ
シ
子

谷
口
　
　
勝
江

花
木
　
　
淑
子

酒
匂
　
　
ふ
み

樋
脇
地
域

青
山
　
　
絆き

あ
ら愛

岩
下
　
　
心こ

た

ろ

う

大
朗

入
来
地
域

卒
場
石
　
江こ

う
る琉

東
郷
地
域

中
村
　
　
莉り

あ愛

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（8月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R6/1/1 ～ R6/7/31）

区　分 件　数
交通事故 113 件（前年比 ＋ 9 件）
死　　者 1 件（前年比±   0 件）
負 傷 者 121 件（前年比 ＋ 9 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R6/1/1 ～ R6/7/31）

区　分 件　数
火　災 16 件（前年比 −     5 件）
救　急 2,738 件（前年比 − 143 件）
救　助 21 件（前年比 ＋   10 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税の納期（9月分）
税　目 納期限

固定資産税３期 9月30日（月）
国民健康保険税３期 9月30日（月）

■総人口 90,909人（− 9人）
　男　性 44,245人（− 8人）
　女　性 46,664人（− 1人）
■世帯数 46,625世帯（＋ 15世帯）

 vol. ９

7
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

　今回の写真は、平成 20 年５月に川内まごころ
文学館の入館者数が５万人を達成したときの様子
です。
　川内まごころ文学館は平成 16 年に開館し、今
年で 20 周年を迎えました。令和７年は本市で生
まれ、川内川改修工事に尽力した山

やま

本
もと

實
さね

彦
ひこ

の生誕
140 周年を記念し、特別企画展が予定されています。

▲広報薩摩川内No. 88より

５万人目の入館者は、当時
平佐西小学校４年生の児童
だったつん。

222024.9.10 広報

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2024.9月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などを募集しています。住所・氏名・年齢・連絡先・
ペンネームを明記の上、はがき・封書・メールで投稿く
ださい。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和６年
9月27日（金）消印有効
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濱
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貴
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東
郷
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松
田
　
　
勝
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和
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中
嶋
　
　
氏
壽

久
保
　
　
礼
子

下
小
鶴
　
久
子

百
合
園
　
武
重

谷
口
　
　
三
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田
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樋
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地
域

森
　
　
　
モ
ヨ

山
元
　
　
数
巳

松
若
　
　
重
盛

木
場
　
　
四
男

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4123）
　　　　　　　　 koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。
【締切】 ９月 27 日（金）消印有効【締切】 ９月 27 日（金）消印有効

　上記締め切りまでにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「もりの茶の間」のお食事券（300円）を10人にプレゼント。

　市比野温泉街にある昔ながらのお店。木のぬくもりを感
じられる店内で、昼はこだわりの小鉢などがついた日替わ
り定食などのランチメニューの他、野菜をたっぷり使用し
たちゃんぽんを楽しむことができ、夜は煮物やからあげな
どの居酒屋メニューも豊富です。
　野菜をたっぷり使用したこだわりの料理をご賞味ください。

もりの茶の間
住  樋脇町市比野 2503 番地 2
営  昼 11：30 ～ 14：00
　  夜 17：30 ～ 23：00
休  日曜日の昼

 （38）0160

市
比
野
川

●●

●●

樋脇町総合
休養会館
樋脇町総合
休養会館

湯の滝公園湯の滝公園

39

もりの茶の間

335

▲日替わり定食 ▲もりの茶
ちゃ
の間

ま
�（外観）

市
民
歌
の
思
い
出

　
昭
和
25
年
、
私
が
小
学
校
６
年
生
の
時
、

旧
川
内
市
市
制
10
周
年
の
記
念
行
事
が
あ
り
、

新
し
い
川
内
市
民
歌
が
作
ら
れ
、
み
ん
な
で

覚
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
65
年
が
経
過
し
た
あ
る
日
の

酒
席
で
の
こ
と
。「
平
和
の
光
り
照
り
は
ゆ

る
～
」と
、
市
民
歌
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

私
は
ど
き
っ
と
し
て
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、

歌
っ
て
い
た
白
髪
の
老
人
は
同
級
生
で
し
た
。

そ
し
て
、
市
民
歌
を
一
緒
に
歌
い
、
戦
後
の

子
ど
も
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、

旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

　
今
年
は
合
併
し
て
20
年
。
新
し
い
市
民
歌

も
で
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
時
代
に
覚
え
た

歌
は
脳
裏
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
三
つ
子
の
魂

百
ま
で
と
言
い
ま
す
が
、
不
思
議
で
す
ね
。

ぴ
ろ
り
ん（
85
歳
）

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
パ
ニ
ッ
ク

　
３
年
前
か
ら
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
が
自
宅
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
つ
つ
い
て
食
べ
て
い
ま
す
。

気
を
付
け
な
が
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
し

て
い
る
と
、
葉
っ
ぱ
の
裏
に
い
た
ア
シ
ナ
ガ

バ
チ
に
気
付
か
ず
、刺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
先
日
、
友
だ
ち
か
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
実

や
葉
っ
ぱ
を
つ
ぶ
し
て
患
部
に
付
け
る
と
良

い
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
試
し
て
み
る
と
、

痛
み
は
さ
ほ
ど
無
か
っ
た
で
す
。

え
み
ち
ゃ
ん（
65
歳
）

バ
ス
停
で
の
出
会
い

　
あ
る
日
、
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い

る
と
、
小
さ
な
色
紙
で
折
り
紙
を
折
っ
て
い

る
女
性
に
出
会
い
ま
し
た
。
興
味
を
持
っ
た

私
は
、
彼
女
に
話
し
か
け
る
と
、
話
の
流
れ

で
、
折
り
紙
を
教
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
後
日
、
折
り
紙
を
教
わ
り
な
が
ら
お
し
ゃ

べ
り
し
て
い
る
と
、
お
互
い
に
十
数
年
前
に

県
外
か
ら
夫
の
郷
里
で
あ
る
本
市
へ
引
っ
越

し
て
来
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
知
り
合
い
の
い
な
い
地
で
、
市
主
催
の
講

座
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
で
気
の
合
う
人
た
ち

と
出
会
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
き
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
う
う
ち
に
、
私
た
ち

２
人
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。み

も
ざ（
71
歳
）

入
来
神か
ん
舞ま
い

　
入
来
町
浦
之
名
に
あ
る
大
宮
神
社
で
は
、

７
０
０
年
以
上
伝
わ
る
伝
統
芸
能「
入
来
神

舞
」が
11
月
の
新に
い

嘗な
め

祭さ
い

と
大
晦
日
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の「
十じ

ゅ
う

二に

人に
ん

剣つ
る
ぎ

舞ま
い

」に

は
、
国
家「
君
が
代
」の
源
流
と
も
言
う
べ
き

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

Ｈ
・
Ｍ（
71
歳
）

▲十二人剣舞「鬼
き
神
じん
」
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※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／�本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀ Android 版 ◀ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

担当者の声

秋 と聞いて皆さんは何の秋を思い浮かべますか。私は、
芸術の秋を思い浮かべます。私は、小学生と高校生の

時に、舞台芸術の１つであるダンスをやっていました。ジャ
ンルは、パリオリンピックの種目にもなっていた、跳ねたり
地面で回ったりとアクロバティックな動きをいれたブレイキ
ンというダンスです。全身を使うので練習はとても大変でし
たが、観客から歓声をもらえるときにやりがいを感じました。
　今回のキジカケル突撃レポートでは、本市の日常風景など
の歌を詠んだ与謝野夫妻の歌碑について取り上げました。本
市には、歌碑の他にも秋を感じることができる所がたくさん
あります。今回の記事をきっかけに、私も本市のさまざまな
秋を見つけに行きたいと思います。　　　　　　　　　（泊）

　今月は、来年生誕 140 周年を迎える山本實彦と深く関わりの
ある与謝野鉄幹・晶子夫妻を表紙にしました。山本實彦は現在の
東大小路町に生まれ、与謝野夫妻だけでなく、世界的に有名なア
ルベルト・アインシュタインを日本に招いたともいわれています。
　以下の写真は久見崎町での集合写真です。与謝野夫妻の足跡を
たよりに、本市の芸術の秋に触れてみる機会にしてみてはいかが
でしょうか。

◎今月の表紙

Ｐ２
Ｐ４
Ｐ６
Ｐ７
Ｐ８
Ｐ10
Ｐ11
Ｐ12
Ｐ14
Ｐ15
Ｐ16
Ｐ17
Ｐ18
Ｐ22 
Ｐ24

キジカケル突撃レポート！
祝薩摩川内市誕生20周年
人のとなりに
祝敬老の日 
市民運動会がスポーツフェスタに生まれ変わります
市民大学（公民館講座）後期講座のご案内
公民館自主学級生を募集します
人事行政の運営などの状況
認知症について先生教えて！
行こうよ！図書館へ
深ボリ！企業のチカラ
まちの話題
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ
読者のひろば

＜目　次＞

提供：川内まごころ文学館

与謝野晶子 与謝野鉄幹
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申込・問合先／広告代理店：㈱ジチタイアド　　092（716）1404 広告

国
産
竹
10%

の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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